
  

   

  

 

 

  

 

  

 

 

 

                                                                                             

 

                                                                                                  

 

 

                                                                                  

 

  

 

４年 学年だより 

詫間小学校 Ｒ3. 6．30 

 

 

暑さが厳しくなってきましたが、子どもたちは元気に学校生活を送っています。水泳学習にも楽しく取り

組み、泳力を高めています。７月は、１学期の生活や学習のまとめをする月です。課題をやり遂げ、みんな

が笑顔で終業式を迎えられますよう、ご家庭での体調管理等、引き続きご協力をよろしくお願いいたします。 

１日（木）学級タイム 登校班長会（13：00～） 

      学び方がんばり週間（～７日まで）アップタイム⑦【下校 16：00】 

２日（金）学校訪問【学級下校 14：35】 学校諸費引き落とし日 

５日（月）読書タイム トイレのスリッパ整頓調べ（～９日） 

６日（火）学級タイム（脳トレ） アップタイム  

７日（水）自治会別児童会 学級下校 15：15  

８日（木）学級タイム 読書貯金締め切り                         

９日（金）体育集会 校外学習 アップタイム 

１２日（月）読書タイム すこやか調べ      

１３日（火）学級タイム（脳トレ）アップタイム 

１４日（水）学級タイム ベルマーク回収 

１５日（木）学級タイム 短縮４時間授業 期末懇談会（13：20～）学級下校 12：45 

１６日（金）学級タイム 短縮４時間授業 期末懇談会（13：20～）学級下校 12：45 

１９日（月）読書タイム（オリパラ教育） 給食最終日    

２０日（火）学級タイム 終業式 学級下校 11：30 

 

 

７月の 生活目標 『「○○さんおはよう」から１日を始めよう』 

     学習目標 ☆正しい姿勢で学習しよう 

          ☆みんなに聞こえる声の大きさで話そう 

 

 

 

校外学習に出かけます！～社会科～ 

 日時   7月 9日（金） 10：00～15：00 

 場所   満濃池森林公園 

 持ち物  弁当・水筒・おやつ（300円まで）・しきもの・ビニール袋 

      ハンカチ・ティッシュペーパー 

服装   体操服・黄帽（リュックサックで登校）・マスク着用 

    

準備をよろしくお願いします！ 

 

 ６月は天候にめぐまれ、水泳の時間をしっかりとることができました。放課後の特別

水泳にも熱心に取り組んできましたが６月２９日で最終となりました。短い期間でした

がよくがんばりました。 

７月３日に水泳大会があります。今までの体育の授業や特別練習のことを思い出して 

がんばってほしいです。 

『４年生は、人間としての悩みが始まる時期』 

 子育ての節目は、３歳・７歳・１０歳だといわれます。そして、その中でも１０歳は、

「特に大きな節目」だそうです。（もちろん、個人差はあります） 

最近、子育てに難しさを感じている方もいらっしゃるのではないでしょうか。 

人間の脳は、１０歳頃にほぼ完成して大人の脳になり、抽象的なことが理解できるよ

うになるそうです。そのため、学習も難しい内容を習うようになってきますので、勉強

が分からなくなりやすい時期でもあるのです。また、１０歳前後で、だんだんと自分を

客観視できるようになり、自分の性格、得意・苦手が分かってくるようです。 

 自分を客観視できるようになるということは、自尊心が傷つき始めるということでも

あります。物事を比較したり、過去や未来をイメージしたりできるようになったおかげ

で、自分自身のあら探しもできるようになってしまうわけです。９～１０歳を過ぎると、

自分と他者を比べることができるようになるため、「自分はできない人間だ」「○○さん

は、～なのに、自分は…」などと思ってしまうことがあるのです。 

 

 これらが、いわゆる「９・１０歳の壁」（インターネットでも検索できます）と呼ばれるも

のです。そして、この壁の乗り越え方がよくわからないため、暴言や暴力・人や物に対

するやつあたりなどの、問題行動に出る子がいます。その場合、自分がしてしまった悪

い言動を、きちんと認め反省し、相手に謝罪して、繰り返さないようにすることが必要

です。それを積み上げていないと、その子は発達上の課題を、１１歳…中学生…へと持

ち越していくことになるかもしれません。 

 つまり、９～１０歳というのは、そのあとに続く様々な問題のスタート地点であり、

この壁を乗り越えることは非常に大切だということです。壁の高さも、子どもによって

違います。乗り越えるべき壁が、比較的低い子もいれば…大きく立ちはだかる壁に向か

っている子もいます。どの子にとっても、その子に応じた手助けが必要です。 

学校では、学習面の壁を乗り越えるための学習指導を工夫しています。しかし、理解

を深め定着させるためには家庭での学習が大切です。引き続き、ご協力をよろしくお願

いします。生活面（問題行動や、内に向いた心）の壁を乗り越えるために、学校では「な

かよししめあて」を決めて、仲間作りに取り組んでいます。いろいろトラブルもありま

すが、その経験を通しての成長が見られます。情緒の安定は、家庭生活がベースです。

それが、壁を乗り越えるエネルギーとなり、友達との楽しい学校生活にもつながります。

家庭と学校で力を合わせて、成長を見守っていきましょう。 

 中学年の時期は、子どもたちも学校生活に慣れてくるため、保護者の皆さんも一安心

と思い、目を離しがちな傾向にあります。「手は離しても、目は離さず」で、適度な距離

感を保ちつつ、たっぷりと愛情を注いであげてください。 

様々な経験を積み、大きく成長する時期でもあります！ 

 


